
監 査 報 告 書 

２０２６年５月２０日 

社会福祉法人 立川市社会福祉協議会 

 会長 橋本 正明 殿 

 監事 深田 則夫 

 

監事 古田 満正 

 

私たち監事は、２０２５年４月１日から２０２６年３月３１日までの２０２５年度の

理事の職務の執行について監査を行いました。その方法及び結果について、次の通り報

告いたします。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

各監事は、理事及び職員等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努

めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務

及び財産の状況を調査しました。以上の方法により、当該会計年度に係る事業報告及び

その附属明細書について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該会計年度に係る計算関係

書類（計算書類及びその附属明細書）及び財産目録について検討しました。 

 

２ 監査の結果 

（１） 事業報告等の監査結果 

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示し

ているものと認めます。 

② 理事の職務の遂行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事

実は認められません。 

なお、以下の点について、指摘・要望事項として記しておくので、計画的に改善に

努めていただきたい。 

 ・第 2次経営計画に重点目標として掲げられている、財務マネジメントの強化及び

人材の確保と育成については、スピード感を持って鋭意取り組んでください。 

・予算策定に当たっては、資金収支差額のマイナス計上を是正するよう、努めて

ください。 

・拡大を続ける地域福祉への取り組みと、それに伴う体制の根幹である人件費の問

題は役員、職員一丸となって課題整理と問題解決に取り組んでください。 

（２）計算関係書類及び財産目録の監査結果 

計算関係書類及び財産目録については、法人の財産、収支及び純資産の増減の

状況を全ての重要な点において適正に表示しているものと認めます。 

以 上 


